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2025年の振り返り：チリ大統領選挙にも見られる中南米の左派から右派・中道への揺り戻し

2025年の中南米主要国における選挙結果は、2020年代初頭に同地域で見られた左派台頭（第二の
「ピンクタイド」）の機運が後退し、右派・中道への揺り戻しが起こっていることを示唆した。

直近のチリ大統領選挙では、11月16日の第一回投票で左派連合のジャネット・ハラ氏が首位、右派
連合のホセ・アントニオ・カスト氏が2位の順で通過、12月14日の決選投票では大方の予想通りカ
スト氏が保守層の票を集結させる形で地滑り的勝利を収めた。カスト氏は、治安強化や移民規制を
公約に掲げており、来年3月に発足する新政権では米国との関係強化を図ることが見込まれる。

このほか、2025年を振り返ると4月13日のエクアドル大統領選挙は右派のノボア大統領が再選。10
月19日のボリビア大統領選挙も、中道のロドリゴ・パス氏が勝利し、20年にわたる左派の社会主義
政権が終焉を迎えた。10月26日のアルゼンチン中間選挙はハビエル・ミレイ大統領に対する事実上
の信任投票と目されたが、与党「自由前進」が議席数を増やす形で現政権の経済改革路線に対する
国民の支持が確認された。11月30日のホンジュラス大統領選挙は現在も再集計が行われているが、
右派・中道右派の野党候補の接戦となっている。

これらの選挙結果を総じてみれば、左派から右派への交代、右派の続投という大きな流れが見られ
る。背景には、組織犯罪による治安悪化や移民問題の深刻化、トランプ政権の関税政策や経済的圧
力の回避を希求する動きなどがあり、根底にある経済への不満等と相まって左派政権への逆風と
なった。その結果、中南米地域を地図でみると約半分が右派・中道色に塗り替えられた。

2026年の注目点：ブラジルなどの大統領選挙の行方、米国の中南米地域への関与拡大の可能性

2026年も引き続き中南米主要国で国政選挙が予定されており、そこでも右方向へのシフトがあるか
が焦点となる。5月のコロンビア大統領選挙では、史上初の左派政権であるペトロ大統領の支持率が
低迷しており、政権交代となる公算大。そして10月のブラジル大統領選挙では、左派・ルラ現大統
領と右派・中道候補の接戦が予想されている。これらの国では、共通して治安悪化や経済停滞への
不満を背景に右派が求心力を高める傾向にあり、左派にとり厳しい環境が続く。なお、ペルーでは
今年10月に汚職疑惑などでボルアルテ大統領が罷免され、国会議長だった右派のヘリ氏が暫定大統
領に就いているが、4月の大統領選挙では候補者が乱立し、予測が極めて困難な情勢とされる。

こうした左派勢力の後退と右派・中道勢力の拡大は、米国のトランプ政権にとっては追い風となる。
米国の裏庭と称されるように地政学上米国にとって重要な地域である中南米では、近年の左派勢力
の台頭と時を同じくして、ブラジルなど中国との経済的な結びつきを強める国が増え、ホンジュラ
スのように中国と国交を樹立して台湾と断交する国が相次ぐなど、中国の影響力拡大が目立ってい
た。しかし、足元では米国による圧力の強まりも相まってこうした地域情勢に変化が生じつつある。

2025年の米国は、ホンジュラス大統領選挙で右派の野党候補を支持するなど公然と圧力をかけた。
ベネズエラのマドゥロ政権に対しても選挙の不正を追及しつつ、足元では麻薬取り締まりを名目に
軍事的な介入を強めている。ブラジルのルラ政権に対してはボルソナロ前大統領を訴追したことな
どを理由に高関税を課すなど圧力を強めており、2026年の大統領選挙でも右派候補を支持する可能
性がある。カナダ、メキシコには麻薬や不法移民への対策不足を名目に追加関税が設けられている
が、2026年7月に予定される米国・メキシコ・カナダ協定（USMCA）の見直し交渉でも米国の対中
政策との協調を求めると見られている。こうした米国の中南米に対する一連の動きは、先日公表さ
れた「国家安全保障戦略（2025NSS）」において米国が西半球を重視するいわば「新モンロー主
義」ともいえる考え方に表れており、2026年も米国が同地域への関与を強めるのは想像に難くない。
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2025年 （選挙前） （選挙後） 2026年 （選挙前）

2/9（※4/13） エクアドル大統領選挙 右派 右派 2/1（※4/5） コスタリカ大統領選挙 右派

8/17（※10/19） ボリビア大統領選挙 左派 中道・右派 4/12（※6/7） ペルー大統領選挙 中道・右派

10/26 アルゼンチン中間選挙 右派 右派 5/31（※6/21） コロンビア大統領選挙 左派

11/16（※12/14） チリ大統領選挙 左派 右派 10/4（※10/25） ブラジル大統領選挙 左派

11/30 ホンジュラス大統領選挙 左派 右派

▽中南米における注目選挙

（注）※印は決選投票
（出所）丸紅経済研究所作成
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